
関 

一
雄
先
生 

著
作
目
録

　
　

著　

書

国
語
複
合
動
詞
の
研
究�

一
九
七
七
年
二
月

�

笠
間
書
院

平
安
時
代
和
文
語
の
研
究�

一
九
九
三
年
十
月

�

笠
間
書
院

一
の
坂
川

姫　
　

山

国
語
国
文
論
集�

一
九
九
七
年
五
月

�

笠
間
書
院

平
安
物
語
の
動
画
的
表
現
と
役
柄
語�
二
〇
〇
九
年
四
月

�
笠
間
書
院

現
代
語
訳
で
読
み
直
す
『
竹
取
物
語
』�

二
〇
一
九
年
十
一
月

　

地
の
文
の
動
画
的
表
現
と
登
場
人
物
の
役
柄
語
を
活
か
す�

笠
間
書
院

　
　

論　

文

中
古
中
世
の
い
わ
ゆ
る
複
合
動
詞
に
つ
い
て�

一
九
五
八
年
三
月

　

─
源
氏
・
栄
花
・
宇
治
拾
遺
・
平
家
の
四
作
品
に
お
け
る
─�

国
語
学 

三
二

複
合
動
詞
変
遷
上
の
一
問
題�

一
九
五
九
年
五
月

　

─
「
他
動
詞
＋
出
づ
」
か
ら
「
他
動
詞
＋
出
だ
す
」
へ
─

�

言
語
と
文
芸 

一
─
四

い
わ
ゆ
る
複
合
動
詞
の
変
遷�

一
九
六
〇
年
二
月

�

国
語
と
国
文
学 

三
七
─
二

複
合
名
詞
の
一
形
式
と
そ
の
意
味
関
係�

一
九
六
二
年
二
月

　

─
万
葉
と
源
氏
の
用
例
に
つ
い
て
─�

山
口
大
学
文
学
会
志 

一
二
─
二

中
古
の
複
合
動
詞
の
名
詞
化
を
め
ぐ
っ
て�

一
九
六
三
年
十
一
月

�

言
語
と
文
芸 

五
─
六

「
い
で
た
つ
」
と
「
た
ち
い
づ
」�

一
九
六
四
年
十
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

一
五
─
一

「
ま
に
ま
に
」「
ま
ま
に
」
考�

一
九
六
五
年
七
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

一
六
─
一

「
か
へ
り
み
る
」
と
「
み
か
へ
る
」
の
消
長 

─
複
合
動
詞
変
遷
の
一
例
─

�

一
九
六
六
年
十
二
月
・
一
九
六
七
年
八
月
・
一
九
六
八
年
八
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

一
七
─
二
・
一
八
─
一
・
一
九
─
一

「
お
も
ひ
い
づ
」
と
「
お
も
ひ
い
だ
す
」
を
め
ぐ
っ
て�

一
九
六
七
年
七
月

　

─
日
本
文
章
史
小
見
─�

学
芸
国
語
国
文
学 

二

－�3�－



堺
本
枕
草
子
の
語
法
と
語
彙�

一
九
六
九
年
一
月

　

─
三
巻
本
と
の
比
較
─�

国
語
と
国
文
学 

四
六
─
一

平
安
時
代
和
文
の
用
言
的
接
尾
語

　

─
源
氏
物
語
と
枕
草
子
を
資
料
と
し
て
─�

一
九
六
九
年
六
月

�

国
語
学
論
集
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念 

表
現
社

平
安
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
復
合
動
詞
に
関
す
る
私
見

　

─
「
扇
を
さ
し
隠
す
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─�

一
九
六
九
年
七
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

二
〇
─
一

語
法
と
文
体�

一
九
七
〇
年
一
月

　

─
『
枕
草
子
』
─�

月
刊
文
法 

二
─
三

平
安
時
代
の
形
容
動
詞
語
幹
を
作
る
接
尾
語�
一
九
七
〇
年
一
月

　

─
和
文
に
み
え
る
「
ら
か
」「
や
か
」「
か
」
を
中
心
に
─

�

山
口
大
学
文
学
会
志 
二
〇
─
二

接
尾
語
の
特
質
に
関
す
る
一
考
察�

一
九
七
〇
年
八
月

　

─
時
枝
学
説
へ
の
疑
問
─�

学
芸
国
語
国
文
学 

五

体
言
的
接
尾
語
分
類
試
案�

一
九
七
一
年
十
一
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

二
二

補
助
動
詞
と
用
言
的
接
尾
語�

一
九
七
一
年
十
二
月

�

国
語
と
国
文
学 

四
八
─
一
二

敬
語
の
接
頭
語
ミ
と
オ
ホ
ン
に
つ
い
て�

一
九
七
二
年
十
一
月

　

─
源
氏
物
語
と
宇
津
保
物
語
の
用
例
対
比
─�

山
口
大
学
文
学
会
志 

二
三

い
わ
ゆ
る
接
頭
語
「
な
ま
」
の
意
味�

一
九
七
三
年
十
一
月

　

─
源
氏
物
語
の
用
例
を
中
心
に
─�

山
口
大
学
文
学
会
志 

二
四

平
安
時
代
仮
名
文
学
の
い
わ
ゆ
る
接
頭
語

　

─
そ
の
用
例
メ
モ
─�

一
九
七
四
年
十
一
月
・
一
九
七
七
年
十
一
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

二
五
・
二
八

源
氏
物
語
会
話
文
に
お
け
る
敬
語
の
接
頭
語
ミ
・
オ
ホ
ン
の
用
法

�

一
九
七
六
年
九
月

�

言
語
と
文
芸 

八
三

上
代
・
中
古
の
二
、
三
の
接
頭
語
の
意
味
に
つ
い
て�

一
九
七
六
年
十
二
月

　

─
形
容
詞
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
意
味
上
の
相
違
の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
─

�

佐
伯
梅
友
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集 

表
現
社

「
な
ま
に
く
し
」
か
ら
「
こ
に
く
ら
し
い
」
へ�

一
九
七
九
年
二
月

�

山
口
国
文 

二
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接
頭
語
「
あ
ひ
（
相
）」
の
一
考
察�

一
九
七
九
年
二
月

　

─
中
古
和
文
資
料
の
用
例
を
訓
点
資
料
の
用
例
と
比
較
し
て
─

�

中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
国
語
学
論
集 

勉
誠
社

接
尾
語
「
ぶ
」・「
む
」、「
め
く
」「
だ
つ
」・「
が
る
」
の
消
長
（
一
）

　

─
平
安
時
代
仮
名
文
学
の
用
例
を
中
心
に
─�

一
九
七
九
年
十
一
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

三
〇

「
か
な
し
ぶ
」「
か
な
し
む
」「
か
な
し
が
る
」
小
考�

一
九
八
一
年
三
月

　

─
中
古
仮
名
文
学
の
用
例
に
つ
い
て
─�

山
口
国
文 

四

接
尾
語
「
ぶ
」・「
む
」、「
め
く
」「
だ
つ
」・「
が
る
」
の
消
長
（
二
）

　

─
平
安
時
代
仮
名
文
学
の
用
例
を
中
心
に
─�

一
九
八
一
年
七
月

�
 

馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集 

大
修
館

「
う
つ
く
し
む
」
と
「
う
つ
く
し
が
る
」
を
め
ぐ
っ
て�
一
九
八
二
年
三
月

　

─
中
古
仮
名
文
学
用
語
の
一
性
格
─�

山
口
国
文 

五

宇
治
拾
遺
物
語
の
「
和
文
語
」
動
詞
と
「
訓
読
語
」
動
詞
の
一
考
察

　

─
中
古
仮
名
文
学
用
語
の
性
格
に
関
す
る
一
試
論
─�

一
九
八
三
年
三
月

�

山
口
国
文 

六

平
安
仮
名
物
語
用
語
の
一
側
面�

一
九
八
四
年
三
月

　

─
「
ぬ
」「
イ
ヌ
」、「
か
し
ら
」「
カ
ウ
ベ
」、「
お
よ
び
」「
ユ
ビ
」
─

�

山
口
国
文 

七

と
く
・
早
く
・
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
の
意
味�

一
九
八
五
年
一
月

　

─
平
安
と
院
政
鎌
倉
の
用
例
に
つ
い
て
─�

山
口
大
学
文
学
会
志 

三
五

女
流
文
学
の
こ
と
ば�

一
九
八
五
年
十
一
月

�

日
本
語
学 

四
─
一
一

「
い
と
を
か
し
み
て
か
へ
し
す
」（
平
中
物
語
一
段
）
考

　

─
平
安
物
語
用
語
と
し
て
の
動
詞
─�

一
九
八
五
年
十
二
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

三
六

─
ば
む　

─
だ
つ　

─
づ
く　

─
や
ぐ�

一
九
八
六
年
三
月

�

日
本
語
学 

五
─
三

源
氏
物
語
の
派
生
動
詞 

─
い
わ
ゆ
る
接
頭
語
に
よ
る
物
語
用
語
づ
く
り
─

�

一
九
八
七
年
三
月
・
一
九
八
八
年
三
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

三
八
・
山
口
国
文 

一
一

古
典
解
釈
と
文
法 

─
活
用
語

　

複
合
動
詞 

─
平
安
仮
名
文
学
用
語
と
し
て
─�

一
九
八
八
年
四
月

�
 

国
文
法
講
座 

第
二
巻 

明
治
書
院

文
学
作
品
に
お
け
る
用
語
選
択
の
意
識
・
中
古�

一
九
八
八
年
八
月

�

日
本
語
学 

七
─
八
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い
わ
ゆ
る
接
頭
語
「
う
ち
」
の
意
味�

一
九
八
八
年
十
月

　

─
源
氏
物
語
・
枕
草
子
・
夜
の
寝
覚
の
用
例
に
つ
い
て
─

�

太
田
善
麿
先
生
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
叢 

群
書

い
わ
ゆ
る
助
詞
「
し
て
」
の
性
格�

一
九
八
九
年
十
二
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

四
〇

平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞
「
む
ず
」
と
物
語
用
語
「
む
と
す
」

�
一
九
九
〇
年
十
二
月
・
一
九
九
一
年
三
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

四
一
・
山
口
国
文 

一
四

源
氏
物
語
の
サ
行
変
格
動
詞
考 

─
「
物
語
用
語
」
と
し
て
の
性
格
─

�

一
九
九
一
年
十
二
月
・
一
九
九
四
年
十
二
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

四
二
・
四
五

「
入
り
給
ふ
と
す
れ
ど
」（
源
氏
物
語
・
空
蝉
）
考�
一
九
九
三
年
七
月

�

小
松
英
雄
博
士
退
官
記
念
日
本
語
学
論
集 
三
省
堂

「
な
か
な
か
な
る
物
思
ひ
を
ぞ
し
給
ふ
。
御
局
は
桐
壺
な
り
」

　
（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）
考�

一
九
九
四
年
三
月

�

山
口
国
文 

一
七

『
枕
草
子
』
の
サ
行
変
格
動
詞
考�

一
九
九
五
年
十
二
月

　

─
「
動
詞
連
用
形
＋
（
な
ど
）
す
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
─

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

四
六

「
け
は
ひ
す
」
と
「
け
し
き
あ
り
」�

一
九
九
七
年
五
月

　

─
類
義
語
の
意
味
の
差
と
物
語
用
語
と
し
て
の
存
在
詞
─

�

一
の
坂
川

姫　
　

山

国
語
国
文
論
集 

笠
間
書
院

『
三
宝
絵
詞
』
の
用
語
と
表
現�

一
九
九
七
年
十
二
月

�

山
口
大
学
文
学
会
志 

四
八

『
う
つ
ほ
物
語
』
本
文
と
『
源
氏
物
語
』
本
文�

一
九
九
八
年
三
月

　

─
絵
解
と
絵
巻
詞
書
と
の
対
比
を
通
し
て
─�

山
口
国
文 

二
一

平
安
時
代
和
文
語
と
中
世
王
朝
物
語
用
語
の
一
側
面
（
一
）

　

─
「
─
ぶ
・
む
」
動
詞
と
「
─
が
る
」
動
詞
の
場
合
─�

一
九
九
九
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

三
四

『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
用
語
と
表
現�

二
〇
〇
〇
年
一
月

　

─
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
の
対
比
に
よ
る
国
語
学
的
考
察
─

�

日
本
文
学
研
究 

三
五

「
お
そ
る
」
と
「
お
づ
」、「
た
が
ひ
に
」
と
「
か
た
み
に
」
の
意
味

　

─
中
世
王
朝
物
語
用
語
の
用
例
か
ら
平
安
時
代
和
文
語
の
一
側
面
を
見
る
─

�

二
〇
〇
一
年
二
月

�

日
本
文
学
研
究 

三
六
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『
竹
取
物
語
』
の
用
語
と
表
現�

二
〇
〇
一
年
四
月

　

─
「
敬
語
」「
和
文
語
」「
漢
文
訓
読
語
」
を
め
ぐ
っ
て
─

�

奥
村
三
雄
博
士
追
悼
記
念
論
文
集 

風
間
書
房

｢

ず
し
て｣
の
意
味�

二
〇
〇
二
年
三
月

　

─
主
と
し
て
平
安
和
文
の
用
例
を
通
し
て
の
分
析
─�

日
本
文
学
研
究 

三
七

『
土
左
日
記
』
の
言
葉
選
び�

二
〇
〇
二
年
三
月

　

─
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
の
併
用
に
つ
い
て
─

�

梅
光
学
院
大
学
・
女
子
短
期
大
学
部
論
集 

三
五

平
安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙�

二
〇
〇
三
年
二
月

　

─
文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
─��

日
本
文
学
研
究 

三
八

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

　

─
「
感
動
詞
」
の
用
法
か
ら
─�

　

二
〇
〇
三
年
三
月

�

梅
光
学
院
大
学
・
女
子
短
期
大
学
部
論
集 
三
六

「
ま
じ
る
」「
ま
じ
ら
ふ
」
と
「
マ
ジ
ハ
ル
」�

二
〇
〇
四
年
一
月

　

─
中
世
の
作
品
の
用
例
か
ら
遡
行
し
て
考
え
る
中
古
和
文
の
「
ま
じ
る
」

　
　
「
ま
じ
ら
ふ
」
の
意
味
─�

日
本
文
学
研
究 

三
九

漢
文
訓
読
語
と
和
文
語�

二
〇
〇
五
年
一
月

　

─
語
り
の
中
で
の
用
法
─�

日
本
語
学 

二
四
─
一

「
み
そ
か
に
」
は
、
何
故
消
滅
し
た
か�

二
〇
〇
五
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
〇

『
竹
取
物
語
』
の
表
現
手
法�

二
〇
〇
六
年
一
月

　

─
動
画
的
表
現
と
静
止
画
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
─�

日
本
文
学
研
究 

四
一

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
表
現
手
法�

二
〇
〇
六
年
三
月

　

─
「
藤
原
の
君
」
巻
の
動
画
的
表
現
と
静
止
画
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
─

�

山
口
国
文 

二
九

平
安
和
文
の
「
い
わ
む
や
」
の
用
法�

二
〇
〇
七
年
一
月

　

─
会
話
文
中
の
用
例
を
中
心
に
─�

日
本
文
学
研
究 

四
二

平
安
和
文
の
役
柄
語

　

─
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
の
特
性
─�

二
〇
〇
八
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
三
・
梅
光
学
院
大
学
論
集 

四
一

『
松
浦
宮
物
語
』
の
役
柄
語�

　

二
〇
〇
九
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
四

『
源
氏
物
語
』
の
表
現
技
法�

二
〇
〇
九
年
六
月

　

─
用
語
の
選
択
と
避
選
択
・
敬
語
の
使
用
と
避
使
用
─

�

源
氏
物
語
の
愉
し
み 

笠
間
書
院

－�7�－



『
う
つ
ほ
物
語
』
絵
解
と
『
枕
草
子
』
に
見
る
〈
ユ
ル
連
接
構
文
〉

　

─
「
静
止
画
的
表
現
」
に
つ
い
て
─�

二
〇
一
一
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
六

昔
物
語
の
会
話
文
に
込
め
ら
れ
た
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ�

二
〇
一
二
年
一
月

　

─
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
ほ
に
」
の
試
解
─�

 

日
本
文
学
研
究 

四
七

賀
茂
保
憲
女
集
序
文
の
語
彙
と
築
島
裕
説�

二
〇
一
三
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
八

『
三
宝
絵
詞
』
の
用
語
と
表
現　

再
考�

二
〇
一
四
年
一
月

�

日
本
文
学
研
究 

四
九

『
竹
取
物
語
』
の
会
話
文 �
二
〇
一
六
年
三
月

　

─
「
侍
り
」
を
め
ぐ
っ
て
─�
山
口
国
文 

三
九

『
竹
取
物
語
』〔
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち
〕
の
表
現
技
法�

二
〇
一
八
年
三
月

　

─
特
に
「
ち
ご
（
児
）」
に
注
目
し
て
─�

山
口
国
文 
四
一

古
典
の
現
代
語
訳
試
案�

二
〇
一
九
年
三
月

　

─
『
竹
取
物
語
』〔
帝
の
求
婚
〕
段
を
例
に
─�

山
口
国
文 

四
二

古
典
の
現
代
語
訳
試
案
（
二
）�

二
〇
二
一
年
三
月

　

─
『
源
氏
物
語
』
橋
姫
巻
（
冒
頭
章
段
）
を
例
に
「
け
り
」
と
「
き
」

　
　

の
訳
語
分
け
─�

 

山
口
国
文 

四
四

　
　

追
悼
文
・
書
評
・
随
筆
な
ど

関
守
次
男
先
生
を
悼
む�

一
九
七
八
年

�

山
口
国
文 

一

小
野
晋
先
生
を
お
偲
び
す
る�

一
九
八
〇
年
三
月

�
 

山
口
国
文 

三

紹
介 

田
中
あ
つ
子
の
二
つ
の
歌
集�

一
九
九
二
年
三
月

　

─
「
寒
昂
」「
夜
想
曲
」
─�

山
口
国
文 

一
五

紹
介 

中
村
幸
弘
著
『
補
助
用
言
に
関
す
る
研
究
』�

一
九
九
六
年
八
月

�

国
学
院
雑
誌 

九
七
─
八

国
語
国
文
学
界
の
展
望
（
二
）�

一
九
九
六
年
十
二
月

　
〈
国
語
学
〉
古
代
（
語
彙
）�

文
学
・
語
学

書
評 

南
芳
公
著
『
中
古
接
尾
語
論
考
』�

二
〇
〇
三
年
六
月

�

国
学
院
雑
誌 

一
〇
四
─
六

－�8�－




